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中世イングランド・サフォークにおける証書

による土地取ヲI:生活水準研究に向けて(1)

吉田敬洋 (2)

要旨

本論文は中世サフォーク(一部，ノーフォーク)の諸所領の証書 Ccharter)による土

地取引を主に再検討した。農民保有地では黒死病以後でも小規模な土地が多く，そして

土地取引では様々な人々や領主との土地取号|が多いことを観察できた。

キーワード イングランド，サフォーク，土地取引，証書

JEL: N93 

1 はじめに

本論文は，中世イングランド東部地域の保有地を背景にして引シブトン教会 (Sibton

Abbey，サフォーク)とその周辺の諸所領の証書による土地取引を再検討する。具体的に

は，生活水準研究が提示する農民保有地や義務負担を基礎に，記録にある農民保有地，地

代，土地の移転者，受領者などの件数を数える (4)。

本論文が土地取引に関する研究の全てを網羅しているわけではないが，例えば，農民間

(1) 本論文は修士論文の加筆，修正である。修士論文作成の際には，重富公生教授(神戸大学)，奥

西孝至教授(神戸大学)，橋野知子准教授(神戸大学)には御世話になった。本論文の作成・執筆・

投稿の際には，末広菜穂子教授(広島経済大学)に，懇切な御指導を頂いた。ここに記して感謝

申し上げる。本論文のありうべき誤謬は全て筆者の責任である O

C 2 ) 神戸大学大学院経済学研究科博士後期課程 Ce-mail:076e111e@stu.kobe-u.ac.jp) 

C 3 ) 吉田， I農民保有地J，23-27頁。

(4 ) 吉田， I生活水準と保有地J，11-17頁。 inconsidera tionは受領金とした。
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の土地取引の場合，ベソドフォードシャー，ノッティンガムシャーを対象にした平松，長

島の研究がある (5)。平松は， シャルグレーヴ荘園に別の領主(教会)が土地保有者として

記録にあることから，他領主による当領主への影響を荘園崩壊のー要因として，そして証

書を領主が取り上げ，諸負担を確認，明記して，土地保有させることを，後の謄本保有の

萌芽として捉える。負担の確認については，領主の怒意による保有を通じて，高額な地代

を設定し，再保有させたと長島は指摘する。いずれも，領主権の瓦解，その建て直し(一

部，収入調整)が lつの問題視角だろう O

しかし土地取引には女性が筆頭人として記録に挙がらない点を三好は指摘する (6)。こ

のような女性による土地取引は J.レイヴンズデール (Ravensdale)の研究があり，黒死

病以後，寡婦との婚姻件数が減少していた。そして土地取引の動向を不作，豊作の期間と

対応させ，世帯内よりも世帯外の土地取引が多いことを指摘するのは B.M.Sキャンベル

CCampbell)である(7)。一方. R.H.スミス (Smith)は血縁別 Csibling) に土地取引の

記録を分類し，世帯外よりも世帯内の土地取引が多いことを指摘する (8)。両研究が対象と

するノーフォーク，サフォークのある地域(人口も多L、)にのみ (9)，早い時代から東部地

域では農民間の土地取引が展開していたことを指摘するのが P.R.ハイアムス(Hyams)

である (10)0 F. M.ベーシ (Page)がクローランド教会を基礎に荘園制度での基本的な土

地保有を指摘するように(証書・秘密裡による土地移転，還付と承認，相続).秘密裡の

土地取引は荘園制度の中ではあり得なかっただろう。こうした農民間の土地取引に対して，

開墾などの余地がなく，大飢鍾前後の期間には土地取引は閉塞していた点を指摘するのが

国方である()])。クークハム村落で追加的な土地を保有することは困難だっただろうが，土

( 5 ) 平松. 1イギリス荘園J.1-44頁。長島.1農民間の土地譲渡j，105-125頁。

( 6 ) 三好， 1荘園裁判記録j，53-60頁。

( 7) Campbell， 'Population Pressure'， pp. 87 -134 

(8) Smith，‘Families and Their Land'， pp. 135-196. Ravensdale， 'Population Changes'， pp. 197 

226 

( 9) Campbell，‘Agricultural Progress'， pp. 27-28. 

(10) Hyams， 'Origins of a Peasant'， pp. 18-31. M. M.ポスタン (Postan)は一般的な形で早期土

地市場の展開を指摘する(cαrteNαtivorum，pp. xxviii -lx.)。

(11) Page， 'The Law of Transfer¥pp. 108-125 このようなより古い先行研究を概観した研究とし

て，国方，三好の研究がある(宅好， 114世紀イギリスj，5-20頁。国方， 1中世イングランドj，

103-143頁。)。
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地の相続を受けない者が自身の生活基盤を獲得する機会だったことを長嶋は指摘し(12)

ダイヤーは生活に困窮した際に，土地を売却することで，生活資源を得たことを指摘し(川，

不作や飢鍾後には，土地の買戻しを指摘するのがキャンベルである(14)。

このように農民間の土地取引が早期から活発だった東部地域において，農民以外も含め

て，証書で土地取引する者，記録される土地の規模，その受領の対価(inconsideration) 

として支払われた貨幣価額がどのように，変遷していたのだろうか。

2 史料

上記した問題視角のためにも，以下のように，資料を取り扱った。利用した資料は全て，

Saffolk Record Societyの刊行史料である。土地の譲渡者，譲受者，土地の規模と受領金

を整理した。

農民保有地については，ヴァーゲイト (v.，以下，適宜，略記)の耕地面積が記録にない

場合， 1vを30エーカー (a.，以下，適宜，略記)とした。具体的な耕地面積が不明の場合，

屋敷地 (messuage)，小屋住み地 (cotland，cottage)，囲い地 (croft)などは Imes.， 

cot.， cr.Jに分類し，森林地，牧草地，採草地，泥炭地などは「その他」に分類した。同

姓同名の場合，同一人物の可能性もある。同一人物と特定できる場合を除き，全て異なる

人物と想定した(証書も同様)。

そして地代については，総負担額のみを整理した。 12ペンス (d.，以下，適宜，略記)

を1シリング (s.，以下，適宜，略記)， 20s.をf1， 1マルク (f%)を 13s.(= 156d.) 

としてエーカー当りにした(受領金も同様)(5)。耕地以外の土地資源も保有する場合，そ

の割合に対応して，地代客員や賦役・物納価額を調節したが，それが困難な場合，耕地のみ

で，負担していると想定した。賦役の代わりに，評価額を記録する場合は，金納化した貨

幣地代とした。負担する賦役に評価額がない場合，貨幣価額の平均を用いた。しかし，そ

れが困難な場合，無理に評価額を割当てず，不明とした。しかし，全て金納化した状態で，

評価額の不明な賦役を l件程度記録する場合は，その不明な賦役を除外して，考慮した。

(12) 長島， I農民家族と土地譲渡J，67-87頁。

(13) Dyer， Stαndαrds of Living， p. 123. 

(14) Campbell，‘Population Pressure'， pp. 117 -130 

(15) 吉田， I農民保有地J，17頁。
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フラックパーン・ハンドレソドのように，軍役代納金を，記録に挙がる者のほぼ全てに課

している場合，そのまま総負担額に加えた。エーカー当りへの換算には， 10a.<Jの項目

は 11a壬」とした(16)。以上のようにして，土地調査記録に挙がる土地・地代を整理した。

証書記録については，参加者は土地移転者と土地受領者とに分類し，彼らの聞で扱われ

ている土地を取り上げ，数えた。その身分については，騎士階級の内，テネメントや耕地

などを移転，受領する記録のみ考慮し，土地以外を対象とした記録があるが，それは除外

し，土地の交換も除外した。受領金については，物納や履行義務などは件数も少数のため，

評価額の判明する記録は貨幣評価で取り扱い，評価額が不明の記録は物納，賦役の項目で

考慮した。シブトン教会の記録には， ブラックパーン・ハンドレソドと同様，軍役代納金

を記録する事例が多いが，先の地代と異なり，この支払金は除外した。そして地代につい

ては(その移転も含めて)，観察できる土地の規模があろうが，なかろうが，考慮した

(規模がない場合，土地の項目の「不明J)。なお，記録には日付が明確でない記録があり，

適宜，調節した。

以上のようにして，生活水準研究上，標準的な年でも生活資源が不足する層 (1me8.， 

cot.， cr.J， 10a. <J)，生活資源は不足しないが，剰余も発生しない層 (llOa三五J)，剰余

が発生する層 (117a孟J)に主に分類し，受領金(地代)は， Od. (Od.) <， 218. (6d.)三五，

418. C13d.)三五， 618目 (25d.)豆， 818. (37d.)壬， 1018. (49d.)壬， 1518目 (85d.)壬， 2018. 

(145d.)話， 2518. (181d.)壬，に分類した。例えば， 1218. (6d.)豆」がなく， 10d. (Od.) < J， 

1418. (13d.)三五」の場合， 10d. (Od.) < Jは， 218. (6d.)に満たない記録である。

3 特徴(げ)

基本的には前節のように刊行史料を取り扱い，特徴を整理し，付録の結果を得た(表 1

と表2)。しかし，各地域の記録で指摘すべき諸点や，筆者単独の作業のために，見過ご

した諸点もあろうし，上記の取り扱いに違和感を覚える諸点もあるだろう。上記の3層は，

これまでの先行研究に依拠して想定した分類であり (18)，耕地に付属する他の土地資源や

(16) 共同保有については，記録に挙がる保有地をその人数で除算して，今回，提示した。しかし，

本論文の点からすると，違和感を覚えたため，現在も調整中である (2012年2月14日)。

(17)吉田， I付録土地取引J，1-14頁。

(8) Dyer， Stαndαrds of Liuing， p. 120， p. 123吉田， I生活水準と保有地J，11-17頁。
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屋敷地なとを耕地と分離できない記録は，負担額が高くなっている。また，貴族階級を明

示できる記録を除き，その全てを分類できたわけではなし、。証書記録には，他にも，農民

や都市民以上の階級の者もいるかもしれない。例えば，貴族階級と思われる者による寄進

が比較的多かった(それは資料上の性質に起因するのかもしれない。付録には掲載してい

ないが，特に， 14世紀以降の記録がそうだった)。あるいはシブトン教会に属す農民は自

身の土地が小規模なため，寄進しようにも，そのための土地がなかったのかもしれない。

故人の浄化のために，土地を寄進する記録や扶養同意 (maintenanceagreement)を通

じて，土地を移転する記録もある。土地移転の際の耕地のみを本論文では取り扱ったとは

言っても，耕地に付属する他の土地資源や屋敷地などを耕地と分離できない記録は，受領

金は高くなっている O また，筆者が判断しかねて， i不明」に分類した受領金もあるが，

本来なら，その負担はないと判断できる記録もあろう(その場合，受領金は Od.だろう。)。

このように，分類できなかった事例もある。これら諸点は，今後の課題である。

3-1 保有地

シブトン教会領の直領地は， 1325年では(土地調査 6件。クックリー・グレンジ

(Cookley Grange)， リンステソド・グレンジ (LinsteadGrange)， /ース・グレンジ

(North Grange)，サウス・グレンジ (SouthGrange)， ジュディツ・グレンジ (Jurdyz

Grange)，ファルシャム・ホール CFalshamHal!)，レンダム (Rendham))，以下である。

耕地3，278¥;2a.3r. 17p. C評価額:f 18.05 41 Yss. 3 Ysd.)，採草地 (meadow)13a.3r. 

17p. (評価額:47 1:2s.)，牧草地 (pasture)96.13a. 90弘p.(評価額:f4.18%d.)，森

林地156a.¥;2r. 21 ¥;2p. C評価額:f 10 9s.3 l!，;d.)住居20a.2r.(messuageなど。評価額・

f4 17s. 4d.)，水車場 l件(評価額:20s.)である(19)。当記録には(表1)，農民保有地

は一部しか記録がなL、。それを見ると，小規模な土地がほとんどであるが， 1328年の地

(19) Select Documents， pp. 41-65.前3件はウォノレポーノレ (Walpole)，ハウ。ィンガム (Hevingham)， 

スロープ (Throp)，ヨクスフォード (Yoxford)の各村落の一部。直領地とは言っても，領主の

土地資源と判明する記録と記録に挙がる評価額のみを取り上げたに過ぎない。ここに挙げた以上

の土地を所有していたかもしれないし，評価額も高くなるかもしれない。実際，記録の内 l件は，

直領地の総面積を記録しておらず，そのため，記録に挙がる耕地，採草地，牧草地のみを取り上

げた。また，別の 1件では，領主の土地にも関わらず，規模を記載しない記録は除外した。評価

額も，総価額を記すが，各種土地資源の比で割当てた。
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代帳によると，周辺諸地域の保有地と比較して，以下を観察できる。記録自体は地代帳で

あるため，保有地の規模は不明だが，農民保有地は比較的，小規模な土地が多く，ブラッ

クパーン・ハンドレッド/ーフォークの一部の村落や荘園と同様の状況にある O その後，

1484年には，以前よりも大規模な土地が目立ち始めるが，それでも，より小規模な土地

が依然として大半を占めている。しかし， 1492年の地代帳の一部よりすると，大規模な

土地が顕著である。と同時に，地代も他の時代以上に高水準である O この約9年間にシブ

トン教会に何が起きたのかは不明だが， 1484年以前の 1328年には， これら小規模土地保

有者を基礎に大規模な直領地を耕作させる所領経営が展開していたのかもしれない (20)。

そこで，農民保有地が小規模に至り，そして直領地を拡大させるような過程が少しでも

捉えるためにも，証書による土地取引を再整理すると以下のようになるだろう(表 2)。

3-2 証書

ベックナム荘園では，土地の移転先は全て領主である。そのため，領主に対して，土地

を移転したものは，その忠誠，諸賦役を負担している。しかし，数シリング，時には，寄

進した土地の再保有に加え(記録はこの点をほぼ全て暗示する)，十数シリンクを，土地

移転者は臨時収入として受領していたと捉えられなくもなL、。 13世紀後期から 14世紀初期

において，土地規模や受領金を具体的に示す記録は小数だが，土地の移転者と受領者の身分

について，クレア・アウグスティノ托鉢教会 (AugustinianFriars of Clare)の証書より

すると (1340年代から 50年代の記録もあるが)，女性が目立ち，夫婦も同様多く(記録順は

三好の指摘するように，夫が先だが)，受領金を見ると，高水準にあるO そして先の荘園以t

に，採草地を取り扱った記録がある。と同時に，採草地採草地以外の土地資源を見ても，屋

敷地などを多く観察できる。また，黒死病前夜またはそれ以後になると，複数名による土地

の移転または受領が目立つO

1215年から 1678年間のスタントン荘園を見ると，小規模な土地がより多く，採草地も少

なからず，観察できる。これら受領金も高水準にあるが，身分は，男性が比較的多く，対照

的であり，ワルシャム裁判記録と同様である。しかし， i既婚」女性が土地を移転する事例が

数例ある(例えば，誌書番号120)。これまでの記録に地代記録があるとしても，香辛料1ポ

ンド(lb.)または 1d.など小額だが(記録は掲載していなL、。)，小額な地代を観察できる。

そして，寄進者へ再保有または第3者へ保有させる際の地代は，高額である(カルテ・ナティ

(20) 勘坂， I人口増加J，166-171頁。
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ヴォルムでも同様。)。

そして当荘園の黒死病前後から黒死病以後では，複数名による土地の移転，受領，大規模

な土地を観察できるが，小規模な土地も少なからずある。また，地代も貨幣地代や物納では

なく，全て賦役(慣習によって決まっているのか，その内容は全ての証書からは不明)であ

る。そして黒死病以後でも記録にある地代は全て賦役であり，貨幣地代や物納の記録はなL、。

土地の規模が具体的な記録の件数も減るが，それが判明する事例は，小規模である。しかし，

具体的な規模を記録しないテネメントは，時代に応じて，その規模は異なるだろうから，小

規模と必ずしも捉えられないが，土地の移転者・受領者が複数名での保有が多く，身分も，

15世紀初期前後に騎士，準騎士 (esquire)が出現するO

この黒死病前後からすると， ドッドナッシュ教会 (Dodnash)がある。件数はスタントン

荘園以上に少数であり，具体的な土地の規模の不明な記録も多いが，許可料は小額の記録が

多く，記録に挙がる貨幣地代は対照的に高L、。身分はクレア・アウグスティノ托鉢教会と同

様，男性が多く，教会への寄進が多い。 13世紀初期から，中期，後期にかけて多くの記録が

あるプライス、パラ教会(Blythburg)，レイストン教会 (Leiston)，パットリー教会 CButle

y)でも土地の移転者には，男性が多く，その受領者には教会が多く， 14世紀中期のブライ

ズパラ教会には，複数名による土地の移転，受領は数件ある。しかし，いずれの記録も具体

的な規模を示す土地は，比較的少数である。 13世紀初期・中期から 13世紀後期のシブトン

教会やクレア教会 CStokeby Clare)では小規模な土地が記録上，多い。シブトン教会の場

合，土地を移転する者の多くが教会であるが，貧者のため，扶養同意のため，宴会の準備の

ためなど，いくつかその理由が記されていた。また，軍役代納金について記録に挙がる場合，

20sなどシリング単位だったが，両教会の場合，例えば， 3d.など小額だった(付録では掲載

していない)0LIJには，記録に挙がる土地の規模の割には，高額な受領金，地代を記録する記

録も見られるが，それは少数であり， 1不明Jに分類した記録を除くと，多くは， IOd. (Od.) 

<Jまたは 121s.C6d.) < Jにある。

4 まとめ

本論文はサフォーク域内の証書を比較再検討した。事例は少数だが，女性が筆頭人とし

て記録に挙がる事例を観察でき，カルテ・ナティヴォルム以上に，未婚，既婚女性をはじ

め，手工業を営む者も観察できた。受領金も，高水準な所領や荘園がある一方，証書に挙

がる地代も高額な所領や荘園があった。黒死病以後でも，取引される土地は依然、として，
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小規模な所領や荘園もあり，記録に挙がる人数も，複数名が多くなっていた。当州の農民

保有地は小規模であり，直領地が対照的に大規模だった。そして土地取引の多くが領主と

の取引だった。それが再保有の場合には，受領金は様々な額だが(臨時収入と捉えられる

だろうが)，生活資源を得られる点では(寄進した土地の宣誓や忠誠を誓うが)，農民にとっ

て貴重だったかもしれない。

しかし，本論文は入手可能な資料しか利用していなL、。証書の日付が不明のため，区分

できない事例もある(本来とは異なる時代に分類した証書もあるかもしれない。)。保有地

の規模の不明な記録も多く，その地代を示す記録もほとんどなかった。整理した地代も，

除外した諸負担を考慮すると，より高額になるかもしれないし，耕地以外の，またはエー

カーに換算できなかった土地資源も考慮すると，評価額も異なるだろう O 受領金にも，様々

な要因が作用していただろう(穀物収量・価格や動産価格，競争地代など)。数量面での

再検討は，生活扶助を要求する証書とともに，今後の課題であるは1)。

本論文の視点とは異なる見方から利用した資料を整理すると，異なった結果や解釈，よ

り意味のある結果や解釈を得られるだろうが，本論文は証書による土地取引をより一層検

討する契機になったと言える。次稿では，これまでの再整理・再検討(課題もあるものの)

をまとめたい。
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表 1：　シブトン教会における保有地（パーセント）
土地調査（1325年：　クックリー・グランジ）2

土地 地代 賦役 物納 軍役代納金 その他

自由農 1名 7.5a. 2d. なし 1/2d. なし

モルマン 2名 屋敷地 1件，5a. 8d. 運搬 なし

屋敷地 1件 5s.2d. 運搬 なし 出廷義務

農奴 4名 屋敷地 1件，32a. 10s. 6d. 収穫期にプレカリア 2件
秋期に賦役 16件

雌鳥 5羽
羊 10頭

なし 出廷義務
婚姻税
死亡税

6a.（共同 2名） 1s. 11d. なし 雌鳥 8羽
羊 10頭

小屋住み地 1件 3d. 秋期に賦役 9件 雌鳥 1羽
羊 10頭

身分不明
（Rumburgh）2名

当都市にある領主
の土地 1件（共同）

3s. 上記賦役の手伝い なし

地代帳：　1328年
総負担価額3 0d.< 6d.≦ 13d.≦ 25d.≦ 37d.≦ 49d.≦ 85d.≦ 145d.≦ 181d.≦ 不明

mes., cr., cot. (44; 28) 52 32 9 2 5 0

0a.< (38; 24) 18 50 18 5 3 0 5

2a.≦ (39; 25) 0 31 33 21 5 10 0

10a.≦ (2; 1) 0 50 0 50

17a.≦ (1; 1) 0 100 0

その他（17; 11） 35 29 29 6 0

不明（16; 10） 13 38 31 19

合計（157; 100） 24 36 22 10 3 3 0 0 1 1

エーカー当りの総負担価額

1a.≦ (65) 34 51 11 2 0 3

10a.≦ (2) 100 0

17a.≦ (1) 0 100 0

合計（68） 15 22 4 1 0 1

2



地代帳：　1484年
1484年4 0d.< 6d.≦ 13d.≦ 25d.≦ 37d.≦ 49d.≦ 85d.≦ 145d.≦ 181d.≦ 不明

mes., cr., cot. (12; 13) 34 25 17 8 8 8 0

0a.< (22; 24) 36 23 9 9 9 9 0 5

2a.≦ (31; 34) 0 20 6 19 39 13 0 3 0

10a.≦ (12; 13) 0 17 67 8 8 0

17a.≦ (8; 9) 0 38 13 50 0

その他（5; 5） 0 20 20 20 0 20 20 0

不明（1; 1） 0 100 0

合計（91; 100） 13 11 12 7 10 19 18 2 7 2

エーカー当りの総負担価額

1a.≦ (42) 21 40 19 5 2 10 0 2

10a.≦ (12) 8 83 8 0

17a.≦ (8) 38 50 13 0

合計（62） 14 34 11 2 1 4 0 1

地代帳：　1492年
1492年5 0d.< 6d.≦ 13d.≦ 25d.≦ 37d.≦ 49d.≦ 85d.≦ 145d.≦ 181d.≦ 不明

mes., cr., cot. (2; 14) 0 50 50 0

0a.< (1; 7) 1 0

2a.≦ (3; 21) 0 1 0

17a.≦ (4; 29) 0 100 0

その他（3; 21） 0 67 0 33

不明（1; 7） 0 100 0

合計（14; 100） 7 0 7 21 14 0 7 7 36 0

エーカー当りの総負担価額

1a.≦ (3) 0 100 0

17a.≦ (4) 75 25 0

合計（7） 43 7

3
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0 (0)
0 (4)

85 (54)

2a.≦
 (62; 19)

5 (10)
2 (27)

0 (8)
2 (3)

2 (0)
0 (2)

0 (0)
0 (2)

0 (5)
90 (44)

10a.≦
 (8; 3)

0 (0)
13 (25)

0 (25)
13 (12)

0 (0)
0 (0)

74 (38)

17a.≦
 (3; 1)

0 (0)
0 (33)

0 (0)
0 (67)

0 (0)
100 (0)

そ
の
他
（124; 39）

5 (17)
3 (19)

2 (10)
2 (6)

2 (0)
2 (6)

0 (2)
0 (2)

1 (2)
0 (4)

85 (34)

合
計
（104; 100

）
16

51
年
～

98
年

m
es., cr., cot. (39; 38)

15 (28)
8 (18)

0 (5)
0 (0)

0 (0)
77 (49)

2a.≦
 (3; 3)

0 (0)
33 (0)

0 (33)
67 (67)

10a.≦
 (7; 7)

0 (14)
0 (14)

0 (0)
0 (14)

0 (0)
0 (29)

100 (29)

17a.≦
 (2; 2)

0 (0)
0 (0)

0 (0)
100 (100)

そ
の
他
（46; 44

）
11 (13)

0 (15)
0 (4)

0 (4)
0 (2)

0 (2)
0 (0)

0 (2)
0 (2)

89 (54)

5



ペ
ッ
ク
ナ
ム
教
会

17

土
地
移
転
者

女
性

姉
妹
・
兄
弟

商
工
業
者

男
性

夫
婦

教
会

騎
士

複
数
名

13
世
紀
中
期
～

1300
年
（107; 71）

11
0

79
6

3
0

1

05
年
～

18
年
（39; 26

）
3

95
0

3
0

合
計
（146; 100

）
9

84
4

3
1

受
領
金
（
地
代
）

 
0d.(0d.)<

21s. (6d.)≦
 

41s. (13d.)≦
61s. (25d.)≦

81s. (37d.)≦
101s. (49d.)≦

 
251s. (181d.)≦

物
納
ま
た
は
賦
役

不
明

合
計
（107; 100

）
18

13
世
紀
中
期
～

1300
年

m
es., cr., cot. (11; 10)

18 (55)
27 (9)

9 (9)
18 (9)

0 (0)
9 (0)

0 (0)
0 (9)

18 (18)

0a.< (35; 33)
51 (17)

17 (0)
3 (0)

0 (0)
0 (0)

0 (60)
29 (23)

2a.≦
 (29; 27)

24 (28)
28 (7)

14 (0)
3 (0)

3 (0)
10 (0)

0 (38)
17 (28)

10a.≦
 (1; 1)

0 (0)
100 (0)

0 (0)
0 (100)

0 (0)

そ
の
他
（30; 28

）
53 (27)

0 (3)
0 (10)

7
0 (3)

3 (0)
7 (0)

0 (23)
30 (33)

合
計
（39; 100）

19
05
年
～

18
年

20

そ
の
他
（14; 36

）
0 (0)

0 (7)
0 (0)

0 (7)
0 (0)

7 (0)
0 (43)

93 (43)

6



ア
イ
教
会
領

21

土
地
移
転
者

土
地
受
領
者

女
性

姉
妹
・
兄
弟

商
工
業
者

男
性

夫
婦

教
会

騎
士

複
数
名

女
性

姉
妹
・
兄
弟

商
工
業
者

男
性

夫
婦

教
会

騎
士

複
数
名

1201
年
～

50
年
（126; 59）

7
1

2
72

10
8

0
1

0
2

21
0

76
0

53
年
～

1300
年
（73; 34

）
4

0
1

84
1

10
0

1
8

90

01
年
～

18
年
（13; 6）

0
31

0
54

0
15

8
15

62
8

0
8

合
計
（212; 100

）
6

0
2

74
6

11
1

1
3

19
77

0

受
領
金
（
地
代
）

 
0d.(0d.)<

21s. (6d.)≦
 

41s. (13d.)≦
61s. (25d.)≦

81s. (37d.)≦
101s. (49d.)≦

 
201s.(145d.)≦

251s. (181d.)≦
物
納
ま
た
は
賦
役

不
明

合
計
（126; 100

）
；
不
明
（5; 4）

1201
年
～

50
年

m
es., cr., cot. (35;  28)

31 (46)
3 (6)

0 (11)
3 (3)

0 (0)
0 (3)

63 (31)

0a.< (28;  22)
18 (64)

11 (11)
4 (0)

0 (0)
0 (4)

68 (21)

2a.≦
 (27; 21)

7 (11)
15 (37)

0 (26)
4 (4)

4 (0)
0 (0)

0 (7)
70 (15)

10a.≦
 (2; 2)

50 (0)
0 (0)

0 (50)
0 (0)

50 (50)

そ
の
他
（29; 23）

17 (7)
3 (38)

7 (0)
0 (3)

0 (3)
3 (3)

3 (0)
0 (0)

67 (45)

合
計
（73; 100

）
22

53
年
～

1300
年

m
es., cr., cot. (20;  27)

10 (30)
5 (15)

0 (5)
0 (0)

85 (50)

0a.< (12;  16)
8 (50)

0 (17)
8 (0)

0 (33)

2a.≦
 (20; 27)

0 (10)
10 (25)

0 (25)
0 (0)

0 (5)
0 (0)

90 (35)

10a.≦
 (2; 3)

0 (0)
50 (0)

50 (100)

17a.≦
 (1; 1)

0 (0)
0 (100)

0 (0)
100 (0)

そ
の
他
（29; 23）

12 (6)
6 (29)

6 (24)
6 (0)

0 (0)
0 (6)

0 (0)
6 (6)

0 (0)
65 (29)

合
計
（13; 100

）
01
年
～

18
年

23

m
es.,cr., cot. (4; 31)

25 (0)
25 (25)

0 (25)
0 (0)

0 (0)
5 (50)

0a.< (2; 15)
0 (0)

50 (0)
0 (50)

0 (50)
50 (0)

2a.≦
 (2; 15)

0 (50)
0 (0)

100 (50)
そ
の
他
（2; 15

）
50 (0)

0 (0)
0 (50)

0 (0)
0 (0)

0 (0)
50 (50)

7



ブ
ラ
イ
ズ
バ
ラ
教
会

24

土
地
移
転
者

土
地
受
領
者

女
性

姉
妹
・
兄
弟

商
工
業
者

男
性

夫
婦

教
会

騎
士

複
数
名

女
性

姉
妹
・
兄
弟

商
工
業
者

男
性

夫
婦

教
会

騎
士

複
数
名

1202
年
～

94
年
（247; 91

）
4

0
1

64
2

27
2

0
1

0
（1
件
）

2
22

3
71

0
1

1319
年
～

64
年
（25; 9

）
4

0
60

0
20

0
16

0
12

4
48

36

合
計
（272; 100）

4
1

63
2

26
1

1
1

0
2

21
3

69
4

受
領
金
（
地
代
）

 
0d.(0d.)<

21s. (6d.)≦
 

41s. (13d.)≦
61s. (25d.)≦

81s. (37d.)≦
101s. (49d.)≦

 
151s. (85d.)≦

251s. (181d.)≦
物
納
ま
た
は
賦
役

不
明

合
計
（247; 100

）
25

1202
年
～

94
年

m
es., cr., cot. (38; 15)

26 (45)
8 (18)

0 (13)
3 (3)

0 (0)
3 (3)

0 (0)
0 (3)

0 (0)
61 (16)

0a.＜
 (30; 12)

23 (30)
10 (33)

0 (7)
3 (3)

0 (0)
0 (0)

3 (3)
60 (23)

2a.≦
 (43; 17)

14 (9)
5 (23)

0 (12)
0 (5)

0 (2)
0 (2)

0 (26)
81 (21)

10a. ≦
 (3; 1)

33 (0)
0 (67)

0 (33)
0 (0)

67 ()

17a.≦
 (4; 2)

0 (0)
0 (25)

100 (75)

そ
の
他
（106; 43

）
10 (9)

4 (19)
4 (8)

0 (8)
0 (8)

1 (4)
0 (5)

0 (1)
1 (4)

80 (35)

合
計
（25; 100）

26
1319

年
～

64
年

27

m
es., cr., cot. (7; 28)

14 (57)
0 (0)

0 (14)
0 (14)

86 (14)

17a.≦
 (2; 8)

0 (0)
0 (0)

0 (0)
0 (50)

0 (0)
0 (50)

100 (0)

そ
の
他
（11; 44

）
0 (9)

0 (18)
0 (9)

100 (64)

8



ク
レ
ア
・
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ノ
托
鉢
教
会
（A

ugustinian Friars of C
lare）

28

土
地
移
転
者

土
地
受
領
者

女
性
姉
妹
・
兄
弟
商
工
業
者

男
性

夫
婦

教
会

騎
士

複
数
名

女
性

姉
妹
・
兄
弟
商
工
業
者
男
性
夫
婦

教
会

騎
士
複
数
名

1265
年
～

1300
年
（47; 39

）
30

2
0

38
15

2
11

2
6

0
19

15
57

0
2

03
年
～

50
年
（48; 39

）
17

4
8

38
10

19
0

4
8

2
2

40
13

21
6

8

51
年
～

1456
年
（27; 22

）
4

0
15

48
0

4
7

22
7

0
11

15
0

19
7

41

合
計
（122; 100

）
19

2
7

40
10

9
6

7
7

1
3

26
11

34
4

13

受
領
金

0d.<
21s. ≦

 
41s. ≦

61s. ≦
81s. ≦

101s.≦
 

151s. ≦
251s.≦

不
明

合
計
（47; 100

）
1265

年
～

1300
年

m
es, cr., cot. (20; 43)

10
0

5
0

85

そ
の
他
（27; 57

）
19

7
0

4
7

0
63

合
計
（48; 100

）
03
年
～

50
年

29

合
計
（27; 100

）
51
年
～

1456
年

30

9



ド
ッ
ド
ナ
ッ
シ
ュ
教
会

31

土
地
移
転
者

土
地
受
領
者

女
性

姉
妹
・
兄
弟

商
工
業
者

男
性

夫
婦

教
会

騎
士

複
数
名

女
性

姉
妹
・
兄
弟

商
工
業
者

男
性

夫
婦

教
会

騎
士

複
数
名

13
世
紀
初
期
～

97
年
（86; 84

）
6

1
0

81
3

6
1

1
0

0
5

0
95

0

01
年
～

33
年
（9; 9

）
11

0
67

0
22

0
11

11
78

51
年
～

81
年
（7; 7

）
0

71
14

0
14

0
100

合
計
（102; 100

）
6

1
79

4
7

1
2

1
5

94

受
領
金
（
地
代
）

0d.(0d.)<
21s. (6d.)≦

 
41s. (13d.)≦

61s. (25d.)≦
81s. (37d.)≦

101s. (49d.)≦
 

151s. (85d.)≦
物
納
ま
た
は
賦
役

不
明

合
計
（86; 100）

32
13
世
紀
初
期
～

97
年

m
es., cr., cot. (16; 19)

19 (56)
19 (6)

0 (0)
0 (13)

63 (25)

0a.＜
(13; 15)

31 (31)
8 (23)

0 (8)
0 (8)

0 (8)
8 (0)

0 (0)
54 (23)

そ
の
他
（53; 62）

34 (32)
8 (17)

2 (9)
0 (2)

2 (4)
4 (4)

51 (4)

合
計
（9; 100

）
01
年
～

33
年

m
es., cr., cot. (2; 22)

50 (0)
0 (100)

0 (0)
50 (0)

そ
の
他
（7; 78

）
0 (29)

0 (0)
14 (0)

0 (14)
0 (0)

86 (57)

合
計
（7; 100

）
51
年
～

81
年

33

m
es., cr., cot. (2; 29)

20 (0)
15 (0)

0 (0)
65 (100)

そ
の
他
（4; 57

）
0 (0)

0 (25)
0 (50)

0 (0)
100 (25)

10



ス
タ
ン
ト
ン
教
会

34

土
地
移
転
者

土
地
受
領
者

女
性

姉
妹
・
兄
弟

商
工
業
者

男
性

夫
婦

教
会

騎
士

複
数
名

女
性

姉
妹
・
兄
弟

商
工
業
者

荘
役

男
性

夫
婦

教
会

騎
士

複
数
名

1227
年
～

97
年
（50; 14

）
14

0
4

66
2

8
0

6
6

0
2

0
46

8
38

0

1301
年
年
～

26
年
（48; 13

）
4

8
73

0
10

4
6

4
0

52
17

21

1331
年
～

50
年
（29; 8）

24
3

0
55

3
7

7
0

3
72

17
0

7

52
年
～

1400
年
（62; 17

）
15

0
6

48
6

8
16

2
2

5
5

52
5

8
0

23

01
年
～

50
年
（66; 18

）
6

9
48

2
2

2
32

0
11

0
29

2
11

5
44

51
年
～

99
年
（53; 15

）
2

2
19

0
4

0
74

2
2

2
0

94

1502
年
～

50
年
（33; 9）

3
6

27
9

55
0

18
0

9
3

70

55
年
～

95
年
（11; 3

）
27

18
45

0
9

18
27

0
45

9

合
計
（352; 100

）
10

6
48

2
6

27
2

1
4

1
37

6
13

3
34

受
領
金
（
地
代
）

 
0d.(0d.)<

21s. (6d.)≦
 

41s. (13d.)≦
61s. (25d.)≦

81s. (37d.)≦
101s. (49d.)≦

151s. (85d.)≦
201s.(145d.)≦

251s. (181d.)≦
物
納
ま
た
は
賦
役

不
明

合
計
（50; 100

）
1227

年
～

97
年

m
es., cr., cot. (4; 8)

50 (50)
0 (0)

0 (0)
25 (25)

0 (0)
0 (25)

25 (0)

0a.< (30; 60)
73 (67)

17 (0)
0 (0)

0 (10)
10 (23)

2a.≦
 (6; 12)

17 (17)
0 (17)

0 (17)
83 (50)

10a.≦
 (1; 2)

0 (0)
100 (0)

0 (0)
0 (100)

17a.≦
 (1; 2)

0 (0)
100 (100)

そ
の
他
（8; 16）

0 (13)
0 (0)

0 (13)
0 (0)

0 (13)
0 (0)

13 (0)
0 (13)

87 (50)

合
計
（48; 100

）
35

1301
年
～

26
年

m
es., cr., cot. (10; 21)

0 (20)
0 (0)

0 (0)
0 (80)

100 (0)

0a.< (21; 44)
5 (29)

5 (0)
0 (67)

90 (5)

2a.≦
 (7; 15)

0 (14)
0 (0)

14 (0)
0 (0)

0 (0)
0 (86)

86 (0)

17a.≦
 (1; 2)

0 (0)
0 (100)

0 (0)
100 (0)

そ
の
他
（8; 17）

0 (25)
0 (13)

0 (0)
0 (50)

100 (13)

合
計
（29; 100

）
31
年
～

50
年

36

合
計
（62; 100

）
52
年
～

1400
年

37

11



合
計
（66; 100

）
01
年
～

50
年

38

合
計
（53; 100

）
51
年
～

99
年

39

合
計
（33; 100

）
1502

年
～

50
年

40

合
計
（11; 100

）
55
年
～

95
年

41

0a.< (4; 36)
0 (25)

0 (0)
25 (0)

0 (0)
0 (75)

75 (0)

12



1 神戸大学大学院経済学研究科博士後期課程（e-mail：　076e111e@stu.kobe-u.ac.jp）
2 Select Documents, pp. 49-50. 例えば，「21s. (6d.)≦」がなく，「0d.(0d.)<」，「41s. (13d.)≦」で分類しても，「0d.

(0d.)<」は，21s. (6d.)に満たない記録までを示している。
3 Select Documents, pp. 67-76. 身分の不明のものを除いて，農奴 34件，自由農 28件，不明 92件である。自
身の身分は不明だが，異なる身分の土地を 2件保有する者については，その最初に記録される身分で分類
した。以下，同様。

4 Select Documents, pp. 77-107. 身分の不明のものを除いて，農奴 56件，自由農 23件，不明 12件である。
5 Select Documents, pp. 107-109. 身分は全て不明である。
6 受領金（in consideration）は，土地を受領した者が，土地を移転した者に対して支払った金額のことである。
7 Leiston abbey, pp. 54-157. 13世紀中期とあるが，具体的な日付は不明である。また，12世紀の記録もあるが，
除外した。1375年から 85年土地移転者複数名 1件，受領者女性 1名，土地 3a.），1381年（男性 1名，複
数名 1件，耕地 2a., 採草地 1a.1/2r.），そして 14世紀中の日付の不明の記録（男性 2名，複数名 1件と教会
1件，屋敷地 1件と地片 1件）があるが，除外した（計 4件。）。

8 不明（5; 11）。
9 「mes., cr., cot. (2; 5)」：　「不明」に 100 (100)。「10a.≦ (2; 5)」：　「物納または賦役」に 0 (50)，「不明」に 100

(50)。「17a.≦ (1; 2)」：　「物納または賦役」に 0 (100)，「不明」は 100 (0)。「その他（21; 48）」：　「0d.(0d.)< 」に
0 (5)，「物納または賦役」に 0 (5)，「不明」に 100 (90)。

10 不明（1; 9）。
11 「0a.< (2; 18)」：　「21s. (6d.)≦」に 0 (50)，「不明」に 100 (50)。「10a.≦ (1; 9)」：　「不明」に 100 (100)。
12 Stoke By Clare, Part1, pp.1-150. Stoke By Clare, Part2, pp. 151-421. 12世紀の記録もあるが，除外した。
13 不明（16; 6）。
14 Sibton Abbey, Part 2, pp. 1-331. Sibton Abbey, Part 3, pp. 1-261. Sibton Abbey, Part 4, pp. 1-111. 12世紀，

1307年から 1487年の記録もあるが，除外した（後者は本論文の主たる対象者外のため。）。
15 不明（13; 4）。
16 不明（7; 7）。
17 Pakenhan Cartulary, pp. 39-104. 13世紀中期とあるが，具体的な日付は不明であり，計 15件である（男性 13
件，女性 1件，教区牧師（rector）1件。「mes., cr., cot」2件，「0a.<」4件，「その他」9件。）。

18 不明（1; 1）。
19 不明（10; 26）。
20 「mes., cr., cot. (4; 10)」：　「物納または賦役」に 0 (75)，「不明」に 100 (25)。「0a.< (6; 15)」：　「0d.(0d.)<」に 0

(17)，「物納または賦役」に 0 (67)，「不明」に 100 (17)。「2a.≦ (3; 8)」：　「物納または賦役」に 0 (33)，「不明」
に 100 (67)。「17a.≦ (2; 5)」：「物納または賦役」に 0 (100)，「不明」に 100 (0)。

21 Eye Priory, Part 1, pp. 12-255. Eye Priory, Part2, pp. 103-140. 12世紀の記録もあるが，除外した。
22 不明（1; 1）。
23 「10a.≦ (2; 15)」：　「101s. (49d.)≦」に 0 (100)，「不明」に 100 (0)。「17a.≦ (1; 8)」：　「不明」に 100 (100)。
24 Blythburgh Priory, Part 1, pp. 32-135. Blythburgh Priory, Part 2, pp. 137-246. 12世紀の記録もあるが，除外し
た。また，1355年から 1354年まで 4件あるが，2項目で考慮した。

25 不明（23; 9）。
26 不明（1; 4）。
27 「0a.<(2; 8)」：　「21s. (6d.)≦」に 0 (50)，「不明」に 100 (50)。「2a.≦ (2; 8)」：　「0d.(0d.)<」に 0 (50)，「不明」に

100 (50)。
28 Augustinian Friars, pp. 1-108. 
29 「mes, cr., cot. (32; 67)」：　「不明」に 100。「その他（16; 33）」：　「不明」に 100。
30 「mes, cr., cot. (18; 67)」：　「不明」に 100。「その他（9; 33）」：　「不明」に 100。
31 Dodnash, pp. 33-169. 12世紀の記録もあるが，除外した。
32 不明（4; 5）。
33 「0a.≦ (1; 14)」：　「物納または賦役」に 0 (100)，「不明」に 100 (0)。
34 Stanton, pp. 42-265. 17世紀は，1602年（土地移転者：騎士 1名，受領者：ヨーマン 1名，土地：採草地地片

1件），1613年（寡婦 1名，男性 1名，テネメント 1件），1641年（準騎士 1名，男性 1名，4a.）の 3件がある
が，除外した。

35 不明（1; 2）。
36 「mes., cr., cot.(6; 21)」：　「0d.（0d.）<」に 0（33），「物納または賦役」に 0（67），「不明」に 100 (0)。「0a.< (11;

38)」：　「物納または賦役」に 0（82），「不明」に 100（18）。「2a.≦ (5; 17)」：　「物納または賦役」に 0（100），
「不明」に 100（0）。「17a.≦ (2; 7)」：　「物納または賦役」に 0（100），「不明」に 100（0）。「その他（5；17）」：
「物納または賦役」に 0 （60），「不明」に 100 （40）。

37 「mes., cr., cot. (6; 10)」：　「物納または賦役」に 0 (83)，「不明」は 100 (17)。「0a.< (23; 37)」：　「物納または賦
役」に 0 (87)，「不明」に 100 (13)。「2a.≦ (13; 21)」：　「物納または賦役」に 0 (77)，「不明」に 100 (23)。「17a.≦
(2; 3)」：　「物納または賦役」に 0 (100)，「不明」に 100 (0)。「その他（18; 29）」：　「物納または賦役」に 0 (28)，
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「不明」に 100 (72)。
38 「mes., cr., cot. (2; 3)」：　「0d.(0d.)<」に 0 (50)，「物納または賦役」に 0 (50)，「不明」は 100 (0)。「0a.< (23;

35)」：　「物納または賦役」に 0 (100)，「不明」に 100 (0)。「2a.≦ (20; 30)」：「0d.(0d.)<」に 0 (5)，「物納または賦
役」に 0 (85)，「不明」に 100 (10)。「10a.≦ (3; 5)」：　「物納または賦役」に 0 (100)，「不明」に 100 (0)。「その他
（18; 27）」：　「不明」に 0 (100)，「物納または賦役」に 100 (0)。

39 「mes., cr., cot. (11; 21)」：　「0d.(0d.)<」に 0 (27)，「物納または賦役」に 0 (73)，「不明」に 100 (0)。「0a.< (17;
32)」：　「物納または賦役」に 0 (100)，「不明」に 100 (0)。「2a.≦ (18; 34)」：　「物納または賦役」に 0 (72)，「不
明」に 100 (28)。「17a.≦ (2; 4)」：　「物納または賦役」に 0 (100)，「不明」に 100 (0)。「その他（5; 9）」：　「物納ま
たは賦役」に 0 (100)，「不明」に 100 (0)。

40 「mes., cr., cot. (3; 9)」：　「物納または賦役」に 0 (100)，「不明」に 100 (0)。「0a.< (6; 18)」：　「物納または賦役」
に 0 (100)，「不明」に 100 (0)。「2a.≦ (14; 42)」：　「物納または賦役」に 0 (86)，「不明」に 100 (14)。「その他（10;
30）」：　「0d.(0d.)<」に 0 (40)，「物納または賦役」に 0 (60)，「不明」に 100 (0)。

41 「2a.≦ (5; 45)」：　「物納または賦役」に 0 (100)，「不明」に 100 (0)。「その他（2; 18）」：　「物納または賦役」に 0
(50)，「不明」に 100 (50)。
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